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鯉
三
干
五
百
七
十
二
万
九
干
円

ー
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
、

I
T

講
習
会
関
連
予
算
な
ど

j

十
二
月
定
例
町
議
会
が
十
二
月
十
八
日
開
会
し
、

補
正
予
算
な
ど
+
二
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た

。

審
議
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま
疋

は
京
認
さ
れ
、
十
二
月
二
十
一
日
閉
会
し
ま
し
た

。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

• 
。ド M

12月 18 日開会した ; 

: 12月定例町議会 : 

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予

算
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
、

公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
、

ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計
補
正

予
算
、
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正

予
算
を
合
わ
せ
た
総
額

三
五
、
七

二
九
千
円
の
補
正
予
算
と
な
り
ま

し
た

。

-

一
一
般
会
計

補
正
予
算
額ム

六
八
、
八
二
二
千
円

補
正
後
の
予
算
額

五
、
二
九
八
、
三
七
八
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す

。

O
職
員
等
の
給
与
減
額

ム
六
、
七二
四
千
円

O
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
玉
、

七
六
八
千
円

。
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付

金

四
O

、

0
0
0
千
円

。
宿
野
谷
川
改
修
工
事
ほ
か

七
、
一
五
四
千
円

O
I
T

講
習
会
パ
ソ

コ
ン
等
購
入

費
ほ
か
六
、
五

O
九
千
円

。
公
共
土
木
施
設
災
害
対
策
費

一
一
、
五
O
O
千
円

。
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
費

ム

二
ニ
二
、
九
三

一
千
円

-
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

療
養
給
付
費
負
担
金
な
ど
で

補
正
予
算
額

二
八
、

一
八
O
千
円

補
正
後
の
予
算
額

八
五
六
、
三
八

一
千
円

-

老
人
保
健
特
別
会
計

一
般
会
計
繰
出
金
な
ど
で

補
正
予
算
額

二
二
、
七
七
O
千
円

補
正
後
の
予
算
額

一、
三
四
六
、

一
五
三
千
円

-

簡
易
水
道
特
別
会
計

簡
易
水
道
施
設
支
障
移
転
工
事

費
、
布
設
替
工
事
費
な
ど
で

補
正
予
算
額

三
四
、
八
六
九
千
円

補
正
後
の
予

算
額

二
四
七
、
九
九
六
千
円

-
公
共
下
水
道
特
別
会
計

下
水
道
整
備
に
伴
う
業
務
委
託

料
の
減
額
な
ど
で

補
正
予
算
額

ム

一
、
凹
O
O
千
円

補
正
後
の
予
算
額

八
九
O
、
六

一
O
千
円

-

ふ
る
さ
と
受
流
館
特
別
会
計

浄
化
施
設
改
良
工
事
費
ほ
か
で

補
正
予
算
額
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二
四
、
二
七
二
千
円

補
正
後
の
予
算
額

二
一
九
、
六
八
四
千
円

-
介
護
保
険
特
別
会
計

居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
な

ど
で補

正
予
算
額

四
、
八
六
O
千
円

補
正
後
の
予
算
額

五
四
O
、
九
五
七
千
円

• 
0
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

-
般

12周定例町議言語報告

町長の動静

案

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
期
末

・

勤
務
手

当
等
の
改
正
に
伴
い
、
本
町
の
職

員
も
同
様
に
改
正
す
る
も
の

(
可
決
)

O
川
内
町
ふ
る
さ
と
受
流
館
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

新
し

く
六
十
枚
綴
り
の
回
数
券

を
設
け
る
な
ど
、
入
館
者
の
利
便

を
図
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
(
可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
地
域
戦
略
コ
ラ

ン
事
業
国
補
道
改
第
四
号
天
神

西
組
線
道
路
改
良
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

契
約
金
額

一
五
O

、

一
五
O
千
円

改
良
延
長

三
八

一

五
メ
ー
ト
ル

平
成
十
二
年
十
二
月

十
九
日
か
ら
平
成
十

三
年
三
月

二
十
六
日

古
小
で

契
約
方
法

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

川
内
町
大
字
北
方

甲
二
、
八
二
七
番
地

一

有
限
会
社
花

山
建
設

(
可
決
)

O
平
成
十
二
年
度
県
費
補
助
事
業

宿
野
線
道
路
改
良
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

九
一
O
千
円
増
額
し
、
七
O

、

0
0
0
千
円
で
変
更
契
約
す
る
も

事
業
量

工

期

地域活性化対策特別委員会

12月定例町議会(第 1 日目)

総務文教常任委員協議会

保健福祉常任委員協議会

12月定例町議会(最終日)

地域活性化対策

特別委員会

郡市町村会

国土調査中南予ブロ ック協議会役員会

年末夜警巡回

仕事納め式

第12回元旦健康マラソン大会

川内町年賀交歓会

仕事始め式

教友会

愛媛県年賀交歓会

同対協年賀交歓会

川内町成人式

川内町商工会年賀交歓会

12/13 

12/18 

12/19 

12/21 

12/25 

12/26 

12/27 

12/28 

1/1 

1/4 

1/8 

1/10 

1/5 

議会のうごき
の
(
可
決
)

O
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
(
三

内
地
区
)
に
伴
う
字
の
区
域
の

変
更
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

三
一

内
地
区
に
係
る
換
地
処
分
に
よ
り
、

字
の
区
域
が
変
更
さ
れ
る
も
の(

可
決
)

報

a:. 
Eヨ

てた O 
は卜継 告決

、 ー 続 算

特年審 審
別度査 査
委決と 特
員 算な 別
会のつ 委
の認て 員
審定お 会
査にり 審
報つま 査
告いし 報

0 まを
審地 し受
査域 たけ
報活 。て

告性 原
2 化 案
E 対 ど
巴策 お
特 り
別 認
委 定
員 さ
会 れ

吾菖E
a目

野真

O
介
護
保
険
の
改
善
に
関
す
る
請

願
書

介
護
保
険
の
保
険
料

・

利
用
料

の
減
免
措
置
や
介
護
基
盤
の
整
備

な
ど
、
自
治
体
独
自
の
施
策
と
し

て
介
護
保
険
の
改
善
を
求
め
た
も

の(
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
)

地域活性化対策 議 長

特別委員会 特別委員

12月定例町議会(第 1 日目)全議員

総務文教常任委員 議 長

協議会 常任委員

保健福祉常任委員 議 長

協議会 常任委員

12月定例町議会(最終日) 全議員

地域活性化対策 議 長

特別委員会 特別委員

川内町年賀交歓会 議長ほか

仕事始め式 議長

愛媛県年賀交歓会 議 長

同対協年賀交歓会 議 長

川内町成人式 議長ほか

川内町商工会年賀交歓会議

12/13 

12/18 

12/19 

長

12/21 

1/1 

1/4 

1/5 

1/8 

1/10 

ぬ
広報かわうち平成î 3年2月号



12 

平
成
十
一
年
度
の
決
算
が
、
十
二
月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計.A除

zr 般

E9  
-

地方交付税
1 ，449 ，289千円
(26.4%) 

分担金及び
負担金
187 ，949干円
(3.4%) 

その他
(繰入金、諸収入等)
274 ，2 14千円
(4.9%) 

その他
268 ，8 15千円 (4.8%)

歳入総額 5 ，506 ，384干円

E享司
繰出金
309.41 
(6.0%) 

補助費等
568 ，255千円
(11.0%) 

平
成
n
年
度

決
算
の
概
要

平
成
十
一
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
台
風
十
六

号
に
よ
る
未

曾
有

の
災
害
へ
の
対
応
を
最
重
点
課
題

と
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
引

く
不
況
に
よ
り
町
税

等
、
特
に
法
人
町
民

税
が
減
収
と
な
り
、

自
主
財
源

(
町自
ら

の
収
入
に
よ
る
も
の
)

が
落
ち
込
む
き
び
し

い
財
政
運
営
と
な
っ

て
お
り
ま
す

。

こ
れ
に
よ
り
、
歳

出
面
は
、
効
率
的
、

重
点
的
な
支
出
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、
最
近
の
園

、

県
の
施
策
に

よ
り
借

入
金
が
増
加
し
て
お

り
、
将
来
を
見
通
し

、

よ
り
健
全
な
財
政
運

営
を
目
指
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。

5 ，174 ， 759千円歳出総額

公
共
下
水
道
特
別
会
計
で
は
、

平
成
十
三
年
度
供
用
開
始
に
向
け

て
、
浄
水
施
設
、
管
工
事
等
急
ピ

ッ

チ
で
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
。

広報かわうち平成13年2月号

(千円)

~ 歳入 歳 出 差引

国 保 866 , 308 819 , 337 46 , 971 

老 保 1, 422 , 456 1,422 , 456 。

簡易水道 308 , 777 302 , 910 5, 867 

公共下水道 1, 272 , 907 1.258.472 14 , 435 
，:;、るさと 227 , 664 168 , 198 59.466 交流館

ぬ

(持対照鮫) 0特別会計の決算

歳出総額 465 ， 146円

町税 総額 116 ， 473円

町債残高 552 ， 295円

積立金残高 177 ， 995円

建設事業費総額 148 ， 174円

0町民 1 人当りで



税務署では確定申告書、収受内訳書など提出書類について自分で作成し、

郵送で提出されることを推進しています。 また、自分で確定申告書を作成さ

れる方のために、下記日程で記載方法のアドバイスを行います。

(原則として、従来のような納税相談の個別通知は行いません。無申告にな

らないよう気をつけてください。〉

申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
郵
送
で

ご
自
身
の
記
帳
に
基
づ
い
て
、

確
定
申
告
書
を
自
分
で
作
成
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

税
務
署
か
ら
送
付
し
て
い
る
申

告
書
に
同
封
し
て
い
る
「
確
定
申

告
の
手
引

」
、
「
収
支
内
訳書
の
書

き
方
」
等
を
参
考
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
申

告

書
は
、
税
務
署
ま
で
持
参
し
な
く

て
も
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
結
構
で
す
。

ま
た
、
給
与
所
得
者
の
還
付
申

-本年は、確定申告期間中 (2 月 16 日 ~3 月 15 日ま

での間)の税務署職員による川内町での申告相談

は行わない予定ですので、日程表の都合のよい会

場をご利用ください。

なお、松山税務署では、確定申告期間中申告相

談を行います。

告
は
、
申

告
期
間
前
で
も
受
け
村

け
て
い
ま
す

。

(
申告
書
等
は
、
税

務
署
か
役
場
税
務
課
に
も
用
意
し

て
い
ま
す
。
)

所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は
、

3

月
日
日
附
ま
で

所
得
税
・
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
お
早

め
に

所
得
税

3

月
日
日
附
ま
で

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

4

月
2

日
間
ま
で

-例年、税務署から指定された日に、町の申告相談

会場で税務署職員の指導を受けていた営業等の方

並びに平成12年中の譲渡所得(分離)により所得

税の納付が必要な方は、 2 月 5 日 ~9 目、 13 日、

14日の下記の会場または松山税務署での申告相談

をご利用ください。

-確定申告相談のお知らせ・
下記日程で確定申告相訟を行います。 ご都合のよい

会場をご利用ください。確定申告相談では、税務署、

県・市町村税務担当職員及び税理土が申告

書、収支内訳書などの記載のしかた、作成

方法について説明レます。なお、申告書等

はこ自身で作成していだだきます。

・受付時間 いずれも午前9時~11 時

午後 1 時~4時

・相談内容 所得税、消費税・地方消費税、

贈与税の申告書等の作成

・持参書類 申告書(税務署から送叶され

た申告書をお持ちの方のみ〉、源泉徴収票、

印鑑、筆記用具、所得計算に必要な書類、

医療費の領収書、支払i呆陳料の証明書、

還付金の受取口座の通帳など。

・聞い合わせ先

川内町役場税務課

松山税務署

-近年、町の申告相談会場は、大変混雑し、待ち時

聞が長くなっています。特に還付申告の件数が増

えていますが、内容的に簡単なものも多く、自分

で作成できると思われる方が多数含まれています。

自信をもって、まず自分で作成してみてください。

そのうえで、分からない点があれば相談していた

だきますようお願いします。

8966-2224 

8941-9121 

市町村名等 開催日 会場名

川内町 2 月 13 日(火)
川内町役場

別館 2 階会議室

重信町 2 月 14 日(水)
重信町農村環境改善
センタ ー 2 階大会議室

松山市 2 月 5 日(月)~9 日(劃
松山市役所

本館11 階大会議室

北条市 2 月 5 日(月). 6 日(火)
北条市民会館

集会室

伊予市 2 月 7 日(水). 8 日(木)
伊予市民会館

4 階大会議室

松山税務署
2 月 16 日陰)~3 月 15 日同 松山市若草町4-3
(土・日・祝日を除く) 松山若草合同庁舎

ぬ
広報かわうち平成î3年2月号



-
Z
Eス

-
可
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

H

届
け
出
を
し
て
「
交
通
事
故

日

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

。

国
保
・
老
保
…
証
明
書
」
を
も
ら
う
。

…
必
ず
示
談
の
前
に
届
け
出
を
し

…

日

2
.

国
保
(
老
保
)
で
治
療
を
う
け

日

て
く
だ
さ
い

。

-

P
E

H

る
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
国
保

H
H

若
者
が
ひ
っ
か
か
り
ゃ
す
い
主

圃
交
通
事
故
と

.

4
E

H

(老
保
)
の
窓
口
へ
届
け
出
て

H
H

な
手
口
を
こ
こ
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

園

国
保
(
老
保
)
…

「第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

…\
le
t
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

…

.

「

y
z

・3
'

…
・
マ
ル
チ
商
法

交
通
事
故
な
ど
第

三
者
の
行
為

…

届
」
を
提
出
す
る

o

n
f

d
、
E
r
-
-』
口

に
よ
っ
て
う
け
た
ケ
ガ
の
医
療

費

“
…

υ

マ
ル
チ
商
法
(
連
鎖
販
売
取
引
)

国
保
(
老
保
)
の
届
け
出
に
・
・

は
、
原
則
と
し
て
加

害
者

1全
額

…
必
要
な
も
の
…
園
悪
質
業
者
が
あ
な
た
を…は
、
ま
ず
入
会

金
や
保
証
金
を
支

負
パ
リ
ス
日
即
日
遅
れ
る

…
交
通
事
故
証
明
書
(
後
日
で
も

…
-狙っ
て
い
る
ノ

…日
町
村
汁
拾
い
れ
十
日
は

と
き
な
ど
は
、

一
時
的
に
国
保
で

υ

可
)
弘
舗
面

F

・

1

月
8

日
の
成
人
式
、
夢
と
希
望

日

手
口
で
す

。

そ
し

て
次
々
と
会
員

取
劉
4圃
国間
皆
川

治
療
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

…
・
保
険
証
悶
悶
盟

四

日
を
胸
に
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
新

日

を
増
や
し
、
自
分
よ
り
下
の
会

員

ー

・

た
だ
し
、
あ
と
で
国
保
が
加

害
日

・
印
か
ん

7

μ
J
鋼
雫

…
成
人
が
街
に
あ
ふ
れ
で
い
ま
し

た
。

日
か
ら
利
益
を
得
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

者
に
請
求
し
ま
す
の
で
、
必
ず
役

目
/

』

A
I
1

』

日

さ
て
こ
の
時
期
は
、
甘
い

言
葉

…
し
か
し
、
入
会
さ
せ
ら
れ
る
人
数

場
の
国
保
係
に
届
け
出
を
し
ま
し

・
口

で
人
を
だ
ま
す
悪
質
業
者
が
新
成

日

に
は
限
り
が
あ
り
、

自
分
が
入
会

…
・

示
談
は
慎
重
に

ょ
う
。

日
日

人
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
巧
み

υ

し
た
と
き
に
支
払

っ
た
お
金
を
回

国
保
(
老
保
)
へ
届
け
出
る
前
に
い

に
近
づ
き
、
必
要
の
な
い
高
額
な

い

収
す
る
こ
と
は
困
難
で
す

。

-

交
通
事
故
に
あ
っ
た
5

日日

示
談
を
す
る
と
、
そ
の
と
り
決
め

い

商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を

売
り

つ
け
る

…

友
人
な
ど
を
勧
誘
す
る
こ
と
に

1
.

ま
ず
は
警
察
に
す
み
や
か
に

い

が
優
先
し
て

加
害
者
に
請
求
で
き

日

ケ
l

ス
が
増
え
て
い
ま
す

。

…
な
る
た
め
、
友
人
関
係
を
こ
わ
し

-問い合わせ先

国保 ・ 老保ーー福祉課(宮966-2223)

くうし ....・ 0 ・・・・ a 回 総 務 課(宮966-2222)

もよおし ・保育園(宮966-2288)

教育委員会(宮966-4721)

図書・ー..... . . . . ・・・・中央公民館(宮966-4721 )

図
書
室
だ
よ
り

k 

図
書
寄
贈
の
お
礼

o 

岡

1i1t 

様

O

高
須
賀

首
様

敦

o 

タ1:

腐

様

岡

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

吾
川
J
H
リ
刀
口
、l

S
4
q工
l
e市
J
J

中
央
公
民
館
図

書
室
の
新
刊
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
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た
り

、

ま
た
勧

誘
に
熱
中
し
仕
事

日
と

声
を
か
け
て
く
商
法
で
す

。
強

…

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

…

午
前
日
時

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
職
場
を
辞

…引
で
な
れ
な
れ
し
い
手
口
に
引
っ

…
zも
よ
お
じ
工
場
所

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
り

い

か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

い
日
川

上
小
学
校

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

o

H

だ
さ
い

0

・
・
5
1

二
壬

7
J

H

・
対
象

園
第
8
B
子
育
て
玄
湯

川

-
t
r
i

-

-
j

z

・

1
j

H

一
般
及
び
中
学
生

、

'
ア
ポ
イ
ト
メ
ン
ト
セ
l

ル
…
・
資
格
(
士
)
商
法
…

.
H
E
今
年
度
最
後
の
子
育

て
広
場
で

H

・
z

ー
ヨ
ミ
毛

;
t
/

E

ス
・
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
…
“
・
園

第
2
E
会
長
材
ハ
レ
l

資
格
(
士
)
商
法
は

、

公
的
機

…
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

…
圃
パ
け
l
~

-

一
行

司

{

圃
ボ
l

レ
大
会

ア
ポ
イ
ト
メ
ン
ト
セ

ー

ル
ス
と

い

関
や
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
使
っ
て

υ

・
日
時

2

月
口
日
出

・
圃
Z
Y

」
ノ
メ
ヱ

は
、
業
者
か
ら
「
全
国
の
若
者
の

日
「

昇
進
に
有
利
」
な
ど
と

電
話
で

い

午
前
9

時
却
分
1

日
時
日
・
日
時

な
か
か
ら
、
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
日
勧
誘
し
、
契
約
を
と
る
商
法
で
す
。

日

(
受
付9
時
1
9

時
却
分
)
日

2

月
四
日
同

し
た
。
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
の

日

電
話
で
O
K

の
返
事
を
し
て
も

、

日

※
5
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
実
施
日
を

日

午
前
8

時
却
分
開
会
式

で
日
を
決
め
て
会
い
ま
し
ょ
う
。
」

…
契
約
は
成
立
し
ま
す
の
で

注
意
し
…

変
更
し
ま
し
た

。

ご
了
承
く
だ
さ
い

。

…

午
前
9
時
試

合

な
ど
と

電
話
で
話
を
も
ち
か
け
て

…
て
く
だ
さ
い

。

…
・
場
所
…
・
場
所

く
る
商
法
で

す
。
そ
ん
な

言
葉
を

日
「

結
構
で
す
」
「
い
い
で
す
」
と
日
川
内
保

育
園

日
川
内

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

信
じ
て
会
っ
て
、
強
引
に

高
額
の

日

い
っ
た
、
あ
い
ま
い
な
返
事
は
禁

日
・
内
容
“
・
対
象

会
員
権
や
商
品
の
契
約
を
さ

せ
ら
い
物
で
す

。
断
る
場
合
は
、
「
い
り
ま
日

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

、
反
省
会
、

日
川
内
町

体
育
協
会
加
盟
の
者
、

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
せ
ん
」
と
答
え
ま
し
ょ
う

。

日

閉
会
式

日

ま
た
は
、
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ

h

…・
継
続
的
役
務
サ
ー
ビ
ス
…

整
骨
崎
一

言
町
内
ク
ロ
ッ
ケ
I
大
会

ス
は
、
繁
…
継
続
的
役
務
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

H

q

制
離
しu
a
'
F
H

・
日

華
街
な
ど
日
エ
ス
テ
テ
ィ

ッ
ク

サ
ロ
ン
や
外
国

n
a

J
@
亙

五

タ
匂
，

で
「

ア
ン

…
語
会
話
教
室
な
ど
、
契
約
期
間
が

…
喧

幽
A
W
W汐i
u
b

/
μ」

E
Z
姐
苧
@
一P
M
ド

d
U
4
F

ケ
l

ト
に

日

長
期
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

υ
(

f

E
-
4
4
F

一
」
協
J
7
く

…契
約
を
す
る
と
き
に
は
、
サ
l

ビ
…
園第
9

回
川
内
駅
伝

日

ス
の
内
容
や
中
途
で
の
解
約
な
ど

“
・

「
映
画
な
…
の
条
件
、
支
払
方
法
を書
面
で
十…
園競
走
大
会

ど
が
割
引

日

分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

υ

・
目

に
な
る
会

日

長
期
で
多
額
な
前
払

い
は
、
避

日

振
替
休
日

員
権
は
い
日
け

る
の
が
無
難
で
す

0

・

受
付

・

ら
な
い
?
」

・
日

開
会
式

日

2 
午午月
前前 12 時
9 9 日
時時開)
30 
分

ス
タ
ー
ト

学
生

時

2

月
幻
日
附

午
前
8

時
却
分

・
場
所

ふ
れ
あ
い
広
場

・
対
象

川
内
町
体
育
協
会
ク
ロ

ツ
ケ
l

部
加
盟
者
等

開
会
式

優
し
さ
に
理
由

な
ん
て
い
ら
な
い

ま
す
い
さ
く
ら
著

暴力から逃れて、待っていだの
は拒食症だった。 17歳の繭が本当
の自分を取り戻すまでの物語。

生 
ま

おれ :
話た :
し赤 ・
しち ・
よゃ :
ろ λ/ • 
よと ;

教 :
小畑師 :
竿 謀説 :
事機の ・
関 た :

盟利争 f
幸男、 手 i
フィと ・
編ドも :

. 言葉は話さなくても、「気持ち」

. は交流できます。 育児に励むお母
: さんに贈る「元気の出る絵本」。

葉

祥
明
/
絵
・
文

ー忌~/J-<J ，2::ムザ
生まれJニw.~ゃんと釘~ししようよ

~ " "明・ー・

学校でしゃぺらない、嘘をつく 、
いじめなどの問題を相談できる機
関を紹介する。

ぬ
広報かわうち平成13年2月号



新
成
人
の
皆
さ
ん
ヘ

一
一擦
に
な
れ
ばH
選
挙
権
H

が
与
え
ら
れ
麹
す

私
た
ち
国
民
は
、

二
O
歳
に
な

っ
た
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

選
挙
で
投
票
が
で
き
る
「
選
挙

権
」
も
そ
の

一
つ
で
す
。
そ
し
て
、

何
年
か
後
に
は
、
み
ん
な
の
代
表

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
「
被
選
挙

権
」
が
与
え
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
、
あ
あ

な
っ
た
ら
い
い
な
、
ふ
だ
ん
の
暮

ら
し
の
中
で
、
そ
う
考
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
思
い
や

願
い
を
私
た
ち
の
代
わ
り
に
国
や

地
域
で
実
現
し
て
く
れ
る
人
々
を

選
ぶ
こ
と

。
そ
れ
が
「
選
挙
」
な

の
で
す
。

私
た
ち
は
、
家
族
や
地
域
、
学

校
や
職
場
な
ど
、
様
々
な
社
会
の

中
で
暮
ら
し
て
い
ま
す

。

そ
し
て
、

私
た
ち
の
生
活
や
社
会
を
よ
く
す

る
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
く
れ
る
代
表
者
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
代
表
者
を
決
め

る
の
が
「
選
挙
」
な
の
で
す
。

一
口
に
「
選
挙
」
と
い
っ
て
も
、

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
。
国
の
代
表
で
あ
る
国

会
議
員
を
選
ぶ
の
も
「
選
挙
」
な
ら
、

ま
ち
の
代
表
で
あ
る
市
区
町
村
の

長
や
議
員
を
選
ぶ
の
も
「
選
挙

」。

種
類
は
違
う
け
ど

「
選挙
」
は
い
ろ

ん
な
カ
タ
チ
で
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
人
民
の
人
民
に
よ
る
、
人
民

の
た
め
の
政
治
(
政
府
)
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
「
選
挙
」
は
、

こ
の
民
主
主
義
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
国
の
あ

り
方
は
、
私
た
ち
国
民
が
決
め
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
す

。
言
い

換

え
れ
ば

、

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が

、

国
(
政
治
)
の
主
役
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら

、

「
選挙
」
が
行

わ
れ
る
と
、
お
金
を
も
ら
っ
た
り
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
っ
た
り
と
、

買
収
、
供
応
な
ど
の
不
正
に
惑
わ

さ
れ
た
り
、
義
理
人
情
に
よ
っ
て

投
票
す
る
と
い
っ
た
行
為
が
し
ば

し
ば
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
投
票
し
て

も

、
主
権
者
(
国
民
)
と

し
て
の

責
任
を
果
た
し
た
と
は

言
え
ま
せ

ん
。
誰
に
も
じ
ゃ
ま
さ
れ
ず
に
、

自
分
の
考
え
で
正
し
く
投

票
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
健
全
な
民
主
政
治

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、

社
会
の

一
員
と
し
て
、

今
後
よ
り

一
層
の
自
覚
や
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
に
な
り

、
ま
た
政
治
と
の
関

わ
り
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に

な

っ
て
き
ま
す

。

「
選挙
」
は
、
私
た
ち
国
民
が

政
治
に
参
加
し
、
主
権
者
と
し
て

そ
の
意
思
を
政
治
に
反
映
す
る
最

大
か
つ
基
本
的
な
機
会
で
す
。
そ

し
て
、

国
民
の
政
治
に
対
す
る
意

思
は
、
選
挙
で
ど
の
よ
う
な
人
を

選
ぶ
か
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
す
。

今
年
夏
に
は
、
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
常
日
頃

か
ら
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

主
権

者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
選
挙

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
選
挙
に
関
す
る
詳
し
い

町
選
挙
管
理

お
問
い
合
わ
せ
は
、

委
員
会
(
宮
9
6
6
1

2
2
2
2
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

選挙権と被選挙権
1. 選挙権は、私たちが国や地方公共団体の代表者を投票で選ぶことができる権利

のことです。 その権利を持つには次のような要件が必要です。

0主役職院議n ・参草花l涜純良の選挙 制20歳以上の日本国民.
0知事・都道府県総会総nの選挙 制20段以上で、弓 | きがしき 3 ヵ月以上その'/;11巡

府県内の伺ーの市IIIT村に住所のある日本図民。

0市区l町村長. i'11区町村誠会議日の;(ili挙 制20歳以上で引き続き3ヵ月以上その

市区町村に住所のある日本国民。

2 . 被選挙権は、選挙により国会繊員や地方公共団体の議員および長につくことの

できる資格のことです。その資格を持つには、次の要件が必要です。

0 日本図民であること。

0一定の年齢以 ヒであるこ と 。

持主総l旋級品 :糾25歳以上 参R/Il ltic iì品民 : rÎI~í30歳以上

都道府県知事消，i30成以上 都道府県協会議員前25歳以上
，Iï区町村長 : ii~i25歳以上 TI'i13: IlIT村議会議日前25歳以上

0 地方公共団体の滅会の泌口のi醤挙については、その選挙搬を有すること .
出ただし 止のような場合は.温帯怜1 . 拙i且吊棚はイI しません.

(1防官治産者(家庭裁'i' tJj"iJiでまき治肢の立告を受けた者)。

(訪然倒以上の)ft!に処せられ、その執行を終わるまでの者.
(3)捺倒以上の1ft!に処せられ、その執行を受け

ることがなくなるまでの者。刊の執行狛予

中の者を除く) .

(4)公職にある聞に犯した収賄事IJにより II'!に処

せらオっし、 訴さ Jf<l wmn " 量U!H走 5 1 1三 1m (制6:昌之作村官

については101.:1三!日J) を経過しない者または

7刊の執行猶予中の者.

(5)iïl!学に l品lする犯ヨflで去を銅以上の)ftl に処せ ら

れ、その1ft! の執行猶予中の者。
(6)0 1阪選挙法に定める選挙に IJl.1する犯コuによ

り珪主主F材'11.被選挙村，1が停止されている針。
(7)i攻治資金規正法に定める犯mlにより選挙稿、

被ií量挙柿が停止されている者。

ミ竺三く

きれいな選挙の
シンボル

「白ぱ 5jの由采

白ばらがいつごろから使用されたか明

らかではありませんが、記録によります

と明治時代に原敏や犬費毅などの国会議

員が胸に白ばらをつけて登院したといわ

れています。 また、普選運動者が胸に白

ばらをかざして民主主義確立のため奮闘
したそうです。 その後の選挙粛正運動に

おいては使用され疋記録はありませんが、

戦後に至り、昭和30年11 月 15日の替選30

周年、婦人参政10周年記怠祝典のシンボ

ルに使用されました。以来、各地で候補

者に白ばらを贈呈したり、その他明るい

選挙の象徴としてこの砲が用いられるこ

とが多くなり、白ぱらの待つ清楚な感じ

が明るい選挙の目標の一つである"清潔"
さを象徴するものとして、現在では一般

に広く使われています。

広報かわうち平成13年2月号
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お
め
で
と
う
/
新
成
人

人

式

成人のB

成

一
月
八
日
、
H

大
人
の
仲
間
入
り

μ
を
祝
う
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
成
人

一
一
五
人
(
男
五
十

二
人
、
女
六
十

三
人
)
が
出
席

し
た
成
人
式
で
は
、
大
西
町
長
の
式
辞
、
記
念
品
贈
呈
(
代
表

受
領
者
高
須
賀
真
里
さ
ん
)
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
新
成
人
を

代
表
し
て
八
木
香
織
さ
ん
が
「
二
十

一
世
紀
の
頼
も
し
い
担
い

手
と
な
る
よ
う
」
力
強
い
二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
式
典
終
了
後
、
新
成
人
は
記
念
撮
影
、
新
成
人
自
ら
企

画
し
た
茶
話
会
で
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
と
旧
交
を

温
め
て
い
ま
し
た
。

茶話会官頭、新成人を祝い、

、夢童H による和太鼓演奏が

行われました。

和太鼓演奏

茶話会で、 川

内中学校の思師

とともに記念写

真を撮る新成人

茶話会

ぬ
広報かわうち平成13年2月号



カメラじiItート

企ガリラヤ荘でいっしょに
レク ゲームを楽 しむ児童

ヘルパーさんに同行して介護』
サービス利用者宅を訪問 F 

12月 27 日、町内 3 小学校の児童 (3"'6 年)

35人が参加して「冬休みヤングボランティア

スクーノレ」が開催されました。

社会福祉協議会主催で行われたこのスクー

ルでは、 11人の児童が 3 班に分かれ、実際にへ

ノレバーさんといっしょに在宅介護サービス利

用者宅を訪問し、身の回りのお世話などを体

験。 また、 24人

の児 童 は施設

(ガリラヤ荘、 三

恵ホーム、希望

の館)を訪れ、入

所者といっしょ

にレクゲームや

陶芸などに取り

組んでいました。
••••••••••••••••••••••••••••••••• 

h
e必
ず
止
占
、
品
"

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

••••••••••••••••••••••• 

』‘.&. lUM手関した 川上小学校児童による
“ 新 和太鼓の演奏

春 渡部富三男フ ァ ミリー
の

参 街
-第12回元日健康マラソン大会結果加を

者走 クラス~IJ 氏名 クラス別 氏 名 クラス別| 氏 名
る

k1m 0|| よ(ft I 笠井誉久3 
位
鈴木辰徳 5 

位
佐伯 寿典

km km 
コ コ コ2 弓立哲大 2 

大西岳人 r I 1~ I 黒 ) 1 1 茂
第12回元旦健康マラソン大会が、町内外か ス

位
ス
位

ス
r-、 ( 〆'、、

ら 456人の参加者を集め、川上小学校グランド 男 3 
平岡 慧

男 3 竹 ノ 内健二 き 1 1~1 今井幹也、、回/

位
、、_/

位で開催されました。

21世紀の幕開けとなった記念すべき大会は、 3 よ弓立紗耶加 5 1 & 北岡美樹 10 14 | 桂 公子
川上小学校児童 (グ、/レープ名 夢童)による和 km 1 I.!L 1 I km km 
太鼓演奏で始まり 、 渡部富三男ファミリーの コ 2 コ 2 r l&1 倉橋奈都美位

石丸知津
位
西田 和代

力強い宮古の後、 3 、 5 、 10kmの各コースに ス ス ス
〆'喝、 〆-、 〆戸、、

分かれてスタート 。 参加者は新春の街を走り、 女 3 亀井咲希 女 3 =瀬いづみ さ 1 1~1 阿部明子、』ノ

位
、~

位心地よい汗を流していました。

平成13年 2月号 広報かわうち

ぬ



力ý..ラLiI\ート
圃置 I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 1 1 I 1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 ITTTTTTTTLl I I I I 1.1 I I I I I I 

1 月 7 日、仁1:1央

公民館 2 階ロビー

で「七草がゆを食

べるつどい」が開

催されました。

花の会ボランテ

イア主催で行われ

たつどいには、 子

どもからお年寄 り

まで大勢の人が訪

れ、その素朴な!味

わいを楽しみま し

た。

また、会場には

春の七草 も展示されており、訪れ

た人は、興味深げに見入っていま

セ

務を
食
べ
る
つ
ど
い

企七草がゆを味わう
参加者

wf啄
1 月 12 日、役場町長室において、

川内町建設業組合より、何かに役立

ててほ しいと寄附金が川内 IIJT社会福

祉協議会へ寄せられました。
した。

三
世
代
交
涜

1 月 13 日、 三世代交流フェスティパルが中央

公民館大ホールで開催されました。

子どもからお年寄りまで約160人が参加したフ

ェスティバルは、まず三世代が自己紹介 し合う

ゲームから始まり、 三世代が協力してメッセー

ジを伝える伝言ゲームなどで交流を深めました。

その後、 車イスの扱い方の説明会やお楽しみ抽

選会もあり、参加者は、有意義で楽 しいひとと

きを過ごしま した。

• ••• 

ぬ
広報かわうち平成1 3年2月号



「みんなのひろば」に耳寄りな情報をお寄

せください。

(役場総務課広報係官966-2222)

(
以\
O
J

A
Q冨|

好愛
/
球
集
卓
募
町
者
内
加
川
参

ふ
る
さ
と
交
流
館

礼
賛
グ

樋
口

川
内
に
は
、
「
城
ノ
プ
」
氏
や
「
富

田
狸
通
」
氏
の
よ
う
に
世
に
問
え

る
先
輩
、
が
い
る。

今
、
御
先
祖
様
の
贈
り
物
が

「
さ

く
ら
の
湯
」
だ
と
私
は
思
う
。
伊

予
三
島
市
か
ら

三
人
の
婦
人
が
、

車
で
「

さ
く
ら
の
湯
」
へ
だ
け
定

期
的
に
来
ら
れ
る

。

西
条
の

一
婦

人
は
「
私
は
温
泉
が
好
き
で
、
日

本
中
の
温
泉
へ
行
き
ま
し
た
。

一

番
気
に
入
っ
た
の
が
九

州
の
湯
布

院
な
ん
で
す
が
、
『
さ
く
ら
の
湯

』

は
よ
く
似
て
い
ま
す
」
と

言
わ
れ

た
。
八
幡
浜
の
人
が
今
治
の
友

人

と
出
会
う
場
所
を
松
山
で
な
く
、

川
内
の
「
さ
く
ら
の
湯
」
に
し
て

い
た
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
な
に
多
く
の
人

を
お
迎
え
す
る
玄
関
の
飾
り
を
ず

ー
と

開
館
以
来
つ
づ
け
て
く
だ
さ

っ

て
い
る
前
松
瀬
川
の
婦
人
に
感

謝
し
ま
し
ょ
う
。

ーーーーーーー司ー【ーーー・四四ーーーーーーーーー寸

4ふるさと交流館の玄関 l

ロビーに展示されてい l
る「さくら手づくり友の 1
会」の手づくり人形 i 

(お正月用)
ーーーーー 回 目ー 司自 白 帽 ーー -- ーーーーーーーーー」

幹

ク
リ
ス
マ
ス
、

お
正
月
、
や
が
て

お
節
旬
、
そ
の

季

節
の
風
景
を
手
。
つ

く
り
で
飾
っ

て
く

だ
さ
い
ま
す

。

皆
様
の
ご
努
力

に
よ
り
川
内
が
映

え
る
の
で
す
。

感
謝
/

毎週水曜日 20時""22時
川内勤労者体育センタ- 2 階
500円(その他の費用は必要

時に集金)
運動のできる服装、室内、ンュ

ーズ必要。ラケット・球は
貸出 しあり 。

川内町教育委員会内

卓球愛好会事務局
(宮966-4721)

運動不足の解消、健康維持のため

にご一緒に卓球を楽しみませんか?
初心者から上級者まで、 どなたでも
参加可。ぜひ、お気軽にお越しくだ

さい。

日時

場所
会費

その他

問い合
わせ先

古来:ç.有

広報かわうち

川
内
吟
社
一
月
例
会
報

シ
l

ザ
!

の
箆
れ
し
石
に
冬
、
臼
射
す

左
瀬
戸
右
石
鎚
や
初
菖

初
旬
、
記
孫
の
や
ん
ち
ゃ
を
残
し
け
り

湯
豆
膚
の
半
丁
で
足
る
酒
徒
な
り
し

織
と
居
て
猫
の
寝
息
や
久
之
の
月

有
機
畑
土
の
育
ち
ゃ
鍬
初

長
女
の
手
に
鳴
る
鈴
の
奇
破
底
矢
受
く

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
じ
り
じ
り
智一状
吐
宅
、
に
け
り

一
病
と
凶
作
好
く
生
命J
む
初
旬
記

繭
手
{
や
家
伎
の

古
り
し
道
具
箱

手
安
の
祈
り
を
こ
め
て
初
旬
、
記

基
な
く
家
族
揃

H
Vて
今
朝
の
春

蒋
ゆ
く
空
、
一
命
キ
と
初
景
色

熊
田

慶

幸日

エ
、
、v
v
d

h
プ
附
エ

平成13年 2月号

、
仁L
ν川
品

、

一
一
一
壬
r
z

1局

瀬

間
…
去
十

大
下

典
子

菅
野

斗
清

小近池 矢
倉 藤川野

久
枝

水
穂

千
春

高
須
賀
清静
江波

ぬ

熊楠
田

治
子

慶

和
田

ュ
ι
-
喧



戸
寸
弓
4

山
山
川
川

、

u
，
1

I
s

ノ

蜘
谷

今、県内でひったくりが増加して

おり、 216件(10月末)の被害が出て

います。 そこで、県遊技防犯協会よ

か県婦人会へ防犯ネットを贈呈 し
ていただきました。被害に遭わない

よう 、次のことを家庭や地域で話 し
合い、留意しましょう 0

・防犯ネ ッ トを利用する

-パックは車道側には持たない

.明るく人通りの多い道を利用する

・ 被害に遭った時は、すぐ警察へ

届ける

・突通安全地域母親活動指導者養成
講習会

2 月 2 日(金) 松前町役場

・省資源・住民活動推進大会

2 月 16 日(金) 松山地方局

.2月ボカシづくり

2 月 25 日(日) 14日寺

中央公民館大ホール
生ゴミをポカシで土に還し、そ
の堆肥で野菜や花づくりに役立て
ましょう 。

婦人会から



む・"、‘仁の
.~真

4めでとよミ字
。，r〆ノ).. ミ-~，

Z.て先

育
児
大
学
教
室

母
子
衛
生
事
業
を
推
進
し
、
衛
生
的
で
安
全
な
助

産
を
行
う
施
設
と
し
て
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
昭

和
三
一十
七
年
ス
タ
ー
ト

。
昭
和
三
十
三
年
発
足
し
た

川
内
町
母
子
衛
生
実
践
会
の
活
動

と
相
ま

っ
て
、
母

子
衛
生
事
業
が
推
進

さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
写
真
は
、
そ
の
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

で
行
わ

れ
た
「
育
児
大
学
教
室
」
の
卒
業
式
と
思
わ
れ
、
参

加
し
た

三
十
人
余
り
の
女
性
の
手
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

丸
簡
が
握
ら
れ
て
い
ま
す
。

写
真
が
縄
影
さ
れ
た
年
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
昭
和
四
十
年
代
と
思
わ
れ
ま
す
。
因
に
、
当

時
、
セ
ン
タ
ー
で
の
分
娩
数
は
、
四

O
か
ら
六

O
件

あ
り
ま
し
た
。

な
つ
か

z 占
禁事
主 義
報 集
係 し
主 ま
ぶ す

報
を

ζm 1~ ) 
丹生谷優介<ん

(2月 15日生)

いつも笑顔のゅうくん
おねえちゃんと仲良くネ/

川
柳
も
つ
く
吟
社

月
例
か、

土石

高 高 山野山岡 菅松篠平大 撰.....
瀬岡本仁!こl 本本野 岡森岡 島
喜 ひ美 亭
撰紫紫友ろ武美義登深
亭 祖芳親志士雪国里舟実選

え
き
ん
も
座
る
暇
な
い
大
試
合

お
神
楽
の
苦
お
ご
そ
か
に
鳴
り
は
じ
め

白
虫
度
き
へ
伊
予
万
才
は
松
づ
く
し

お
年
五
孫
は
座
っ
て
ゐ
手
中
山
す

初
春
の
笛
に
う
か
れ
て
券
う
ぴ
ば
り

松
茸
の
生
え
る
山
で
す
内
緒
で
す

在
声
へ
と
た
ん
一
度
の
股
が
浮
究
、

合
苫
へ
首
を
傾

げ
る
夫
婦
鳩

席
順
山
が
え
に
な
る
村
の
お
偉
方

草
笛
の
普
へ

も

ど
る
畦
が
な
い

消
毒
へ
松
喰
い
虫
の
是
非
を
問
う

三
月
句
会
御
案
内

時

三
月

三
日
出
午
後
七
時
よ
り

所

中
央
公
民
館

題

信
用

・

味
・

き
っ
ち
り

新
世
紀
新
し
い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

。

はると

晴渡くん
(2月23日生〉

クリスマスにはミ二サンタクロース
に変皐して、みんなに笑顔をプレゼン
卜してくれました。 今ではすっかりや

んちゃ坊主です。(父・母より)

青木
C豆D

来月号は3月生まれの満 1 歳児を募

集します。 2月 5 日までに役揚総務課

広報係ヘ、写真コメントをお寄せくだ

さい。

ぬ
広報かわうち平成13年2月号



一
口
申
込
受
付
期
間

2

月
5

日
間
1
2

月
9

日
幽
ま

で
の
期
間

(
8時
却
分
1

汀
時

ま
で
)

口
受
付
場
所

ω
城
北
・
城
西
地
区
、
城
東
地
区
、

城
南
地
区

松
山
市
北
持
田
町
1
3
2

番

地
松
山
地
方
局
建
設
部
建

築
指
導
課
県
営
住
宅
係

(宮
9
4

1

・
1

1
1
1
)

ω
新
川
地
区
、
伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
2
6
9

番
地

松
山
地
方
局
伊
予
土
木
事
務

所
用
地
管
理
課
建
築
指
導
係

(宮
9
8
2

・

1
2
0
5
)

口
抽
選
日

3

月
1

自
体

県
営
住
宅
補
欠

入
居
者
募
集

日
時
初
分

口
募
集
団
地

O
城
北
・
城
西
地
区

松
風

、

松
翠
、
朝

美
、
梅
津

寺
、
潮
見
、
鹿
峰
、
中
須
賀

O
城
東
地
区

吟
松
、
久
米
、

三
町
、
溝
辺
、

牛
淵

(
9棟
、
m
棟
、
日
棟

の
み
)

O
城
南
地
区

石
井
、
西
石
井
、
和
泉
、
森

松
、
砥
部

O
新
川
地
区

新
j

O
伊
予
地
区

伊
予
・
伊
予
第
二

一松
山
地
区
広
域

市
町
村
圏
協
議
会

(
中
予
地
域
の
3

市
9

町
4

村
で
構

成
)
で
は
、
圏
域
の

将
来
像
を
わ
か
り

松
山
地
区
広
域
市
町
村
圏

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集

や
す
く
印
象
的
に

表
現
し
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

口
応
募
資
格

圏
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す

。

口
応
募
方
法

「
官
製
は
が
き
」
の
ほ
か
「
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
」
で
も
応

募
で
き
ま
す

。

口
締
め
切
り

2

月
初
日
開
必

着

口
そ
の
他

優
秀
作
品
(
若
干
数
)
応
募
者
に

は
粗
品
を
お
贈
り
し
ま
す

。

口
応
募
先

一T
7
9
0

・

0
0
0
3

松
山

市
三
番
町
4

の
刊
の
1

財
団

法
人
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー

(宮
9
4
5

・

4
1
0
0
)

【ホ
1
ム

ペ
ー

ジ
】Z
G

・

\
2

ヨ

E
Z
2

巾
-
R
-
E\
ヨ

2
z
n
g

\

}
S
E
E
-
}
二
百

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
市

町
村
窓
口
の
チ
ラ
シ
か
ホ

ー

ム
ペ

ー

ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

一
口
日
時

2

月
7

日
附
午
前
日
時
1

ロ
時

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・
生
徒
の
い
じ
め
・
体
罰

、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

園
い
じ
め
・
な
や
み
等
の

-
教
育
相
談

口
日
時毎

週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

人
権
相
談
所

口
場
所中

央
公
民
館
2

階教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に

つ
い
て

、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

(宮
9
6
6

・

6
1
5
0
)

口
2 期
月
23 間
日
後)

24 
10 日
時仕)

17 
時

え
ひ
め
l
T
フ
ェ
ア

n
t
n
u
n
U
τ
l
 

口
場
所

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
(
松
山
市
大

可
賀
)

日
内
容

I
T

関
連
企
業
等
の
出
展

、

え

ひ
め
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
グ

広報かわうち平成1 3年2月号
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ラ
ン
プ
リ
2
0
0
1

の
表
彰
、

講
演
な
ど
(
入
場
無
料
)

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山

市
久
米
窪
田
町
4
8
7

の
2

愛
媛
県
産
業
情
報
セ
ン
タ

ー

内

え
ひ
め
I
T

フ
ェ
ア
実
行
委
員

A玄
(
宮
9
6
0

・

1
1
1
0
)

干
7
9
1

・

1
1
0
1

一
口
主
な
改
正
点

。

離
職
理
由
に
よ
る
給
付
回
数

の
改
正

一
般
の
離
職
者
別

i
m
日

倒
産
・
解
雇
等
に
よ
る
離
職

乙
ヨ
ハ

U
-
)

川
川
1

」

d
4

Q
J
{

i
V
山
r
t

o

パ
l

ト
労
働
者
・
登
録
型
派
遣

労
働
者
の
適
用
基
準
の

緩
和

年
収
卯
万
以
上
要
件
の
撤
廃

O

雇
用
保
険
料
率
の
引
き
ょ
げ

原
則
附
分
の
山
l

削
分
の
山

口
1

月
か
う
の
改
正
点

O

育
児
・

介
護
休
業
給
付
の
支

給
率
の
引
き
ょ
げ

4

月
(
一
部
1
月
か5
)か
5

雇
用
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

お
%
l
剖
%

。

教
育
訓
練
給
付
の
支
給
上
限

額
の
引
き
ょ
げ

却
万
円
l

却
万
円

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
職
業
安
定
課

(宮
9
4
3

・

5
2
2
1
)

ハ
ロ
l

ワ
l

ク
松
山

(宮
9
3
2

・

1
0
1
0
)

一愛
媛
県
で
は
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
制
度
の
普
及
啓
発
、
及
、
ひ

法
人
格
取
得
申
請
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
市
民
活
動
団
体
や
市
民

活
動
に
関
心
を
有
す
る
県
民
を
対

象
と
し
て
標
記
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

口
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人

(
N
P
O
法
人
)
制
度
説
明
会

時

2

月
5

日
間

3

寺

1
5

寺

1

ょ

n
H
1
i

日
μ

口
場
所

愛
媛
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
研

修
室

口
対
象
者

市
民
活
動
団
体
及
び
市
民
活
動

に
関
心
を
有
す
る
県
民
(
約
叩

名
程
度
)

口
内
容

・

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
成

立
の
背
景
及
び
県
内
の
N
P

O

法
人
設
立
状
況
に
つ
い
て

.

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
改

正
の
動
き
に
つ
い
て

-

N
P
O

法
人
設
立
手
続
き
に

つ
い
て

口
問
い
合
わ
せ
先

県
民
環
境
部
県
民
交
流
課

N

P
O

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
(

宮

内
線
2

Q
J
A
吐
1
i

・

q
L
1
ょ
1
ょ
1
ょ

1
6
7
)
 

口 ・・・・・
日 青

少
年
期
を
考
え
る

家
庭
"
つ
く
り
交
流
会

主
守

円
M
H
H

2

月
汀
日
回
目
時
{
〉
四
時
品
分

口
場
所

松
山
市
山
越
町
4
5
0

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

的
ホ
l

ル

多愛
目媛

口
対
象

青
少
年
期
の
子
ど
も
を
持
つ
父

親
・
母
親
の
皆
さ
ん
等

(
2
0

0

人
程
度
)

口
内
容・基

調
講
演

「
雲
か
ら
も
風
か
ら
も
透

明
な
力
が
そ
の
子
ど
も
に
う
つ

れ

1

今
グ
打
歳
が
を
と
り
ま

く
社
会
と
家
族
i
L

講
師

森
法
房
(
山
口
県
立

大
学
社
会
福
祉
学
部
助
教
授
)

.2月ごみの収集日・
清掃センター

-

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
l

マ
「
心
豊
か
な
青
少
年

を
育
む
家
庭
事
つ
く
り
」

口
申
込
期
限

2

月
日
日
制

口
そ
の
他

参
加
費
無
料

・

託
児
室
あ
り

口
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
男
女
共
同
参
画
局
生
活

課
(
宮
9
4
1

・

2
1
1

1

内
線
2
5
8
2

966-4989 

収集権日 収 集 地 域 収集変更日又は収集休止 日

月・木
東谷・西谷・土谷 田 滑川 2 月 12日 伺)は

奥松瀬川天神 2 月 1 3日 I*lに収集
毎

火・金
北方東北方西 ・ 南方東

南方西

週 変更なし

水・土
町西町東(天神を除く)

山田 横灘団地 - 前松瀬川

一

電話
1 . もえるごみ

F
A
X
9
2
 

1

・

0
6
3
1
)

2 . もえないごみ ・ 有資源回収

収集地域
ベットボトル・ ガラス・空ピン類類 空乾 電き 缶池 類類もトやさレないイも類の テレビ蛍光灯

有資源回収

東谷・西谷ー土谷・滑川
2 / 5(月) 2 /15 (:木) 2 / 1 9(月) 2 /26(月)

奥松瀬川・天神

北方東・北方西
2 / 6(火) 2 /16(剣 2 /20(火) 2 /27(火)

南方東 ・南方西

町西・町東(天神を除()
山田・横灘団地 2 !7(水) 2 / 1 4(水) 2 /2 1 休) 2 /28(水)
前松瀬川

ぬ
広報かわうち平成î3年2月号



-健康センター宮966国2191

0子育て教室

日時 2 月 28 日休)午前 911寺30分~12時

場所 健康センタ ー 2 階

対象 平成10年10月 ~12月生まれの幼児

(2 競 3 ヵ月児~5 ヵ月児)

内 容 1 )講話「それでいいよだいじようぶ

~子育て応援します~J

講師 愛媛大学教育学部助教授吉松精文先生

2) 集団遊び

3 )手作りおやつ試食会

4) 個別育児相談

持参品 母子健康手帳、アンケート(事前に送付します)

E墨霊画
。いきいき健康講座⑨

「胃腸の病気について」

日 時 2 月 14日体)午後 1 時30分~ 3 11寺

場所 健康センタ - 2 階

講師 愛媛大学医学部第一内科

岩政喜久恵先生

回目
実施日 2 月 14 1':1 休)

場 所 役場別館前午前 9 [1寺 ~12時

三浦精機側午後 11時30分~4 1時

Im'iü詔
日 時 対象 児 と注意事項

種 2 月 l 臼休)
3 カ月 ~7 歳 6 カ月の乳幼児

j毘 午後 21時~3 1侍 ※百日咳にかかったことがある方は、二五E混合

azh コ (ジフテリア・破傷風)を受付で申し出てください。

円ツ 2 月 13 日 (1<) 3 ヵ月 ~4 歳の乳幼児

反 午後 2 時~3 時 *二日後、 ツベルクリン反応判定をします。

B 3 ヵ月 ~4 放の乳幼児C 2 月 15 日附
G 

午後 21侍~3 時
本ツベルクリン反応判定を行い、陰性の

幸後重 乳幼児のみに接種します。

風 2 月 27 日凶 1 歳~7 歳 6 ヵ月の幼児
疹 午後 21時~3 11寺 *原則として、麻疹接種後に受けて下さい。

場 所 健康センタ -2 階

持参晶 母子健康手帳、予防接種手帳、体温計

白血病の人々を救う
骨髄パンクに登録を

骨髄移植は、白血病など血液の難病に育刻な治療方法

です。 骨髄提供者(ドナー〉の健康な骨髄液(骨の内部

にある組織で血液をつくる機能をもっ〉を患者に移植し

て、正常な造血機能を回復させるというものです。 しか
し、移植を行うには患者とドナーの白血球の型 CHLA )
が一致レなければなりません。 HL Aが一致する確率は
兄弟姉妹閏で4分の 1 、 血縁者以外では数百~数万分の

1 と極めて限られています。
骨髄パンクでは、一人でも多くの患者さんが骨髄移植
を受けられるよう、健康な方々のドナー登録を募ってい
ます。 難病に苦しむ方々の命を救うため、あなたも「骨

髄パンク」への登録を考えてみませんか?

ロ ドナー登録できる方
①年齢20歳から50歳までの健康な方
② ドナー登録について家族の同意を得ている方

③骨髄提供の内容を十分に理解している方

口骨髄パンク登録窓口

松山市高岡町80- ﾎ 愛媛県赤十字血液センター内
愛媛県骨髄データセンタ-8973-0700
(開設日 : 毎週月 ・水曜日〉

E器産彊
O健康相談・栄養相談

血圧測定、 尿検査を行っています。健康に関することは

お気軽にご相談ください。

日時 毎週水|曜日午前 9 時~12時

場 所 健康センタ -1 階 運動指導室

Oこころの健康相談

精神的に不安定だった り、痴呆等の相談をお受け してい

ます。

日 時 2 月 9 EI (金)午後 2 時~4時

場 所 健康センタ ー及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦までご連絡ください。

Eii昆圃Z国~:~語flj~"~

日時 毎週月 |曜日午前 8 時30分~911寺

場 所 健康センタ ー

持参晶 印鑑、登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票

食不幸な犬をつくらないためにも、 繁殖を希望 しない場合は不妊・

去勢手術に努めましょ う 。

置場孟陛;t益g (診療時間:午前 9 時~午後 5 時)

日 当 番 医 住 所 電 話

4 日 ( 日 曜 日 ) くぼた内科 松1.1-，市北臨本IIIT 970-0011 

11 日 (建国記念日 ) 愛媛十全医療学院付属病院 川内!nT 南方 966-5011 

12 日 (振替休日 ) ïl事 石 病 重信111]"志津川 964-1234 

1 8 日 ( 日 曜 日 ) 問問諮形 外科 怯山市南梅本1111 970-2020 

25 日 ( 日 曜 日 ) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

平成1 3年2月号広報かわうち
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町の動き ( 1 月 1 日 現在) 健康センターかう
(- 1 人 )

( ー 3人)

(+ 2人)

(+ 1 戸 )

11 ， 256人

5 ， 320人

5 ， 936人

3 ， 879戸数

男
女
帯

人
世

口

略称敬分
計

窓
制
む

の
閣
に

骨
量
唱
(

ι

-
F
m
 

口
同

生誕およM

2 月 22 日(木) 受付午前 9 1時~10時

健康センタ - 1 階

平成11年12月、平成12年 1 月、 7 月、 8 月生まれの乳幼児

( 1 歳 1 、 2 ヵ月児、 6 、 7 ヵ月児)

身体計測、発達チェ ック、保健指導、栄養指導

母子健康手帳、アンケート(事前に送付 します)

即時iJ.lj融支週

O育児相談

日時

場 所

対象児

内容

持参晶

{主 所 保護者 名前 生年月 日

さ長 三邑 土居丈二
ゅ ，会合

'iLt )司 11.18 

{泉 免
:h "I;.(f 

八木 研二 百草 JiH 11.27 

2, 5,L 、 三主主&主，
。 1. 

I.Li下 明洋 官:1 訴を 12.4 

桧 皮 佐伯 一彦
Aみのり

イ111 ぬ{ 12.19 

2 月 22 日(木) 受付

健康センタ ー 1 階

平成12年 3 月、 4 月、 10月、 11月生まれの乳児

(10、 11 ヵ月児、 3 、 4 ヵ月児)

身体計測、発達チェック、小児科医診察、保健指導、

栄養指導

母子健闘1手帳、アンケート(事前に送付します)

午後 1 時~2 時

0育児学級

日 時

場所

対象児

'*' 台内

女ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏 名 年 齢 死亡月 日 世帯主

北 八幡 菊地ヲハル 89 12.3 菊地 洋子

明員 i難 寺悶頼子 84 12.4 寺町利震

主主 佐伯 大手f.1 。 12.6 佐伯附

松瀬川音 | 日 不アに本 !t(;J{q 90 12.10 水フに木 �;'f: 

河之内音匠l 佐伯サツ子 74. 12.13 佐伯悶平

i'n 場 杉原 茂 65 12.13 杉原 茂

滑川下 渡部 '陪 71 12.17 iJJt部

イ民 免 渡部幸子 71 12.23 波部制!百

年
も
改
ま
り
、

今
年
が
よ

い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に

と
願
う
の
は
、
み

な
同
じ
。
今
年
は
、
い
つ
も
の
年
と

違
う
ぞ
と

自
分
に
暗
示
を
か
け
、
や

た
ら
と

縁
起
を
か
つ
ぐ
。

「
へ
び
の
夢
を
見
た
」

か
ら
始
ま

り
、
お
年
玉
宝
く
じ
を
持
っ

て
神
頼

み
参
拝
、
黄
色
の
お
守
り
購
入
の
ほ

か
、
日
常
の
所
作
に
至
る
ま
で
縁
起

を
か
つ
ぎ
ま
く
っ
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
こ

と

も

宝
く
じ

の
は
ず
れ
、
広
報
原
稿
の
し

め
切
り

と
い
う
現
実
に
直
面
し

、
い
つ
も
の

べ
l

ス
に
戻
る
の
で
あ
る
。
年
明
け

行
事
終
了
/

持参晶

0乳幼児相談

日 時 毎週水|曜日 午前 911寺 '"'"' 12時

場 所 健康センタ -1 階

内容 身体計測、育児相談

持参晶 母子健康手帳

平成1 3年 1 月 1 0 日現在

昨年 比
一 6

:t 0 

+ 5 
(松山南警察署管内)

・夕暮れは、 早めのラ イトで、事故防止
-高齢ドライバーの事故が多発、気配 り を
・生活道路での交差点事故増加、安全確認を

交通事故の発生状況
本年

表紙の写真
1 月 20 日、こども議会が役場議場で行われま した。

参加l した小・ 中学生50人のなかから、 24人(中学

生)が議員 となり、そのうち16人が行政に対する疑

1'1,\] .要撃を理事者側に質 しました。 I lIr本会議 と 同じ

やり方で行われたこども議会、「迎!王j王者側の方が緊

張していた。」 という 人もあり、 こ どもにとっても、

大人にとっても有意義な議会となりました。

ぬ
広報かわうち平成1 3年2月号
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企

白猪の滝

‘ 唐岬の滝

h
p
 

滑
川
渓
谷

• 

•••••••••• 

「暖
え
乙
「
暖
冬
」
と
い
わ
れ
た
が
、
さ
す
が
に

一
月
中
旬
に
な

る
と
凍
み
る
よ
う
な
寒
さ
と
な
り
、
外
に
出
れ
ば
体
の
芯
ま
で
冷

え
き

っ
て
し
ま
-
つ
。

正
に
そ
ん
な
折
り
、
凍
て
つ
い
た
自
然
を
撮
り
に
出
か
け
た

。

白
猪
の
滝
を
は
じ
め
、
唐

岬
の
滝
、
滑
川
渓
谷
は
静
寂
の
氷
の
世

か
わ
う
ち
冬
景
色

界
へ
と
変
貌
し
、
ま
た
、
自
然
林
に
覆
わ
れ
た
井
内
か
ら
河
之
内

に
か
け
て
の
皿

ヶ

峰
連
峰
の

尾
根
に
は
、
見

事
な
樹
氷
が
で
き
て

ミ
た
。

厳
寒
の

"

名
勝
地
“
に
は
、
人
を

寄
せ
つ
け
な
い
自
然
の
き
び
し

さ
と
、
人
を

寄
せ
つ
け
る
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
が
あ
る

。


